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 「
海
と
と
も
に
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、貧
し
さ
は
贅
沢
で
あ
っ
た
が
、

海
を
失
い
、
す
べ
て
の
贅
沢
は
灰
色
に
な
り
、
貧
し
さ
は
耐
え
難
い

も
の
と
な
っ
た
」 

と
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
が
エ
ッ
セ
イ
に
記
し
た

が
、
海
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
豊
か
さ
の
源
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語

で
は
海
も
母
も
メ
ー
ル
と
い
う
同
音
の
女
性
名
詞
で
あ
り
、
太
古
、

地
球
の
生
命
が
海
で
誕
生
し
た
こ
と
を
想
起
し
や
す
い
。
総
体
積
が

一
三
億
七
〇
〇
〇
万
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
表
面
積
が
地
球

の
七
割
を
超
え
る
海
は
、
地
球
上
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
と
っ

て
、計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
壮
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ア
ー
サ
ー
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
が
、
こ
の
惑
星
は
地
球
で
は
な
く
て
海
洋
球
と
呼
ぶ

の
が
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
趣
旨
を
発
言
し
た
と
さ
れ
る
が
、
海
の

存
在
の
大
き
さ
を
端
的
に
表
す
名
言
で
あ
る
。
世
界
八
位
の
島
の
数

海
洋
汚
染
の
な
か
で
も
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
。

二
〇
一
九
年
の
Ｇ
20
で
こ
の
問
題
の
国
際
的
な
対
応
に
先
鞭
を
つ
け
た
日
本
は
、

次
の
一
手
と
し
て
、
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
の
策
定
に
動
い
た
。

条
約
交
渉
で
日
本
代
表
団
を
率
い
る
赤
堀
氏
が
、

日
本
の
取
組
と
今
後
の
展
望
を
論
じ
る
。

外
務
省
地
球
規
模
課
題
審
議
官

赤
堀
毅

あ
か
ほ
り　

た
け
し　
一 

九
八
九
年
東
京
大
学
卒
業
、

外
務
省
入
省
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
行
政
学
院
卒
（
国
際

行
政
修
士
）。
在
米
大
使
館
参
事
官
、
日
韓
経
済
室

長
兼
朝
鮮
半
島
政
策
調
整
官
、
文
化
交
流
課
長
、
外

務
大
臣
秘
書
官
、条
約
課
長
、国
連
代
表
部
政
務
公
使
、

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
長
、
総
合
外
交
政
策
局
審
議

官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策

条
約
化
め
ざ
す
日
本
の
取
組

対馬市の海岸漂着ごみの
様子（環境省）
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を
誇
る
日
本
は
、
古
代
よ
り
、
魚
や
貝
な
ど
の
海
の
幸
の
恵
、
船
に

よ
る
物
流
な
ど
、
海
と
の
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
。
横
浜
市
の
私
の
住
居
よ
り
内
陸
に
複
数
の
貝
塚
が
あ
る
。

広
が
る
汚
染
流
出
の
多
く
は
ア
ジ
ア
か
ら

　

そ
の
海
が
、
現
在
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
主
に
温
暖
化
に
起
因
す

る
海
水
温
や
海
面
の
上
昇
、
そ
れ
に
か
か
る
生
物
多
様
性
の
喪
失
、

船
舶
な
ど
か
ら
の
油
や
化
学
物
質
の
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染
。

　

な
か
で
も
近
年
声
高
に
そ
の
深
刻
さ
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
汚
染
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
に
還
る

こ
と
な
く
存
在
し
続
け
、
一
度
海
洋
に
流
出
す
る
と
回
収
は
き
わ
め

て
困
難
と
な
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
安
価
で
耐
久
性
が
あ
り
便
利
な

材
料
で
あ
る
。
用
途
が
広
が
り
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
生
産
量
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
海
洋
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
エ
レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団

が
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
力
し
作
成
し
た
調
査
書
（
二
〇
一
六

年
）
に
よ
る
と
、
海
洋
を
漂
流
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
量
は
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
海
の
魚
の
総
重
量
を
超
え
る
と
い
っ
た
試
算
も

示
さ
れ
て
い
る
。
増
大
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
生
態
系
を
含

め
た
海
洋
環
境
の
悪
化
や
海
岸
機
能
の
低
下
、
景
観
へ
の
悪
影
響
、

船
舶
航
行
の
障
害
、
漁
業
や
観
光
へ
の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
（
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
に
よ
る
海

洋
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い

る
。

　

海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご

み
は
ど
こ
か

ら
発
生
し
、

そ
れ
が
い
か

に
し
て
海
に

流
れ
着
く
の

か
。
世
界
共

通
の
統
計
は

い
ま
だ
確
立

さ
れ
て
い
な

い
が
、
ジ
ェ

ナ
・
ジ
ャ
ン

ベ
ッ
ク
博
士

ら
に
よ
る

二
〇
一
五
年

国別流出割合国別流出量（２０１０年推計値） G7

G２０中国

インドネシアASEAN

その他

2%

４６%
28%

３３%

10%
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図表   国別プラスチックごみの年間海洋排出量と割合
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中国
インドネシア
フィリピン
ベトナム
スリランカ
タイ
エジプト
マレーシア
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バングラデシュ

アメリカ

日本

132～353
48～129
28～75
28～73
24～64
15～41
15～39
14～37
13～34
12～31

4～11

2～6

順位 国名 流出量（万トン／年）

478～1275合計
流出量887万トン／年（中央値合計）

※割合は各国流出量（推計）の中央値で計算（2010年）

（出典）Jambecら：Plastic waste inputs from land into the ocean, Science (2015）
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の
推
計
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
国
別
海
洋
排
出
量
の
上

位
一
〇
ヵ
国
中
八
ヵ
国
は
、中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
あ
る
（
前
頁
の
図
参
照
）。
上
位
の
国
に
は
十
分
な
廃
棄
物
管
理

が
な
い
と
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
廃
棄
物
の
回
収
シ
ス
テ
ム
が
定

着
し
て
い
な
い
場
所
で
は
、
事
業
・
家
庭
廃
棄
物
を
問
わ
ず
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
回
収
さ
れ
ず
道
端
に
散
乱
す
る
か
、
ご
み
山
に
運

ば
れ
る
か
、
も
し
く
は
ま
と
め
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
廃

棄
物
に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
最
終
的
に
河
川
か
ら
海
洋
に
流

れ
込
む
の
で
あ
る
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
国
境
に
関
係
な
く
世
界
中
を
漂
流
す

る
た
め
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
世
界
各
国
の
強
い
意
志
と
連
携
・

協
力
が
不
可
欠
と
な
る
。
昨
今
、
国
際
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対

策
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
よ
り
実
効
的
な
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

日
本
の
貢
献
、
条
約
化
に
向
け
て

　

国
内
お
よ
び
国
際
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
を
踏
ま
え
、
日
本
は
、
二
〇
一
九
年
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
追
加
的
な
汚
染
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
提
唱
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有
用
性

を
前
提
に
し
た
上
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
量
排
出
国
も
参
画
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
八
七
の
国
・
地
域
が
同
ビ

ジ
ョ
ン
に
賛
同
し
て
い
る
。

　

日
本
は
同
年
、「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

実
現
に
向
け
、「
マ
リ
ー
ン
（M

A
RIN

E

）・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
①
廃
棄
物
管
理

（M
anagem

ent of W
aste

）、②
海
洋
ご
み
の
回
収（Recovery

）、

③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（Innovation

）、
お
よ
び
④
能
力
強
化

（Em
pow

erm
ent

）
に
焦
点
を
当
て
、
世
界
全
体
の
実
効
的
な
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
を
後
押
し
す
る
取
組
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
（
本
年
八
月
時
点
）、
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
、
研

修
な
ど
を
通
じ
、
途
上
国
に
お
け
る
廃
棄
物
管
理
人
材
を
総
計

一
万
七
〇
〇
〇
人
以
上
育
成
し
て
き
て
い
る
。

　

日
本
は
他
に
も
制
度
設
計
、
質
の
高
い
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
、

技
術
導
入
の
支
援
な
ど
を
通
じ
、
各
国
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
確
実
な
削
減
の
た
め
に
貢
献

し
て
き
た
。
例
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
日
本
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
を
活
用
し
、
人
工
知
能
を
用
い
て
河
川
に
流
れ

出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
監
視
し
、
河
川
へ
の
流
出
ポ
イ
ン
ト
を

特
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
各
国
が
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
効
果
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
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ク
汚
染
対
策
を
行
う
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
岸
田
総
理
が

メ
ン
バ
ー
で
私
自
身
シ
ェ
ル
パ
を
務
め
る
「
持
続
可
能
な
海
洋
経
済

構
築
に
向
け
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
パ
ネ
ル
」
に
お
い
て
も
、
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
を
含
む
海
洋
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
、
日
本
の

事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
積
極
的
に
議
論
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
年
三
月
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策
に
お
け
る
歴
史
的
瞬
間
が

訪
れ
た
。
国
連
加
盟
一
九
三
ヵ
国
す
べ
て
が
参
加
す
る
国
連
環
境
総

会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
が
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
を
終
わ
ら
せ
る
︱︱

法
的
拘
束
力
の
あ
る
国
際
約
束
に
向
け

て
」
と
題
し
た
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
上
流
対
策
を
含
む
国
際

社
会
一
律
の
規
制
を
求
め
る
国
と
、
一
律
規
制
で
は
な
く
各
国
の
事

情
を
考
慮
し
た
取
組
を
求
め
る
国
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
ま
ず
目
の
前
に
広

が
る
ご
み
の
山
を
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
緊

喫
の
課
題
で
あ
る
国
も
あ
れ
ば
、
日
本
の
よ
う
に
廃
棄
物
の
回
収
シ

ス
テ
ム
が
生
活
に
馴
染
ん
で
お
り
、
再
利
用
の
取
組
が
効
果
を
挙
げ

て
い
る
国
も
あ
る
。
国
ご
と
に
置
か
れ
た
状
況
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
必
要
な
対
策
も
一
様
で
な
い
な
か
、
一
律
規
制
の
み
を
推
し
進

め
れ
ば
、
多
く
が
発
展
途
上
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
主
要
排
出
国

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
、
条
約
の
締
結
国
が
限
ら
れ

る
結
果
も
想
定
さ
れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
国
境
を
越
え
る
と

い
う
性
質
上
、
対
策
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会

全
体
で
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
主
要
排
出
国
を
含
む
広
範
な
国
が
賛
成
で
き
る

決
議
案
と
す
る
た
め
に
、
日
本
代
表
団
は
調
整
に
奔
走
し
た
。
各
国

と
幾
度
も
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
各
国
の
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
、
販
売
・
消
費
、
廃
棄
物
管
理
・
排
出
の
各

段
階
で
対
策
を
講
じ
る
包
括
的
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
を
主
旨
と
す
る
決
議
案

を
日
本
か
ら
提
出
し
、
最
終
的
に
日
本
の
提
案
を
大
き
く
盛
り
込
ん

だ
内
容
の
決
議
が
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。
本
決
議
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
関
す
る
法
的
拘
束
力
の
あ
る
国
際
約
束
を
つ
く
る

た
め
の
政
府
間
交
渉
委
員
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
、
二
〇
二
四
年
ま

で
に
条
約
交
渉
作
業
完
了
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
決
議
を

受
け
、国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
事
務
局
長
で
あ
る
イ
ン
ガ
ー
・

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
氏
が
、「
こ
れ
は
パ
リ
協
定
以
来
最
も
重
要
な
多
国

間
環
境
協
定
に
な
る
」
と
述
べ
る
に
至
っ
た
が
、
深
刻
な
環
境
問
題

の
解
決
に
向
け
て
歴
史
に
刻
ま
れ
る
重
要
な
決
議
と
な
っ
た
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鍵

　

こ
れ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約
の
交
渉
が
始
ま
る
が
、
重
要
と
な
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る
の
が
、
本
条
約
に
お
い
て
、
い
か
な
る
共
通
の
目
標
を
設
定
す
る

か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

国
際
環
境
条
約
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
性
的
な
目
標
と
定
量
的

な
目
標
を
掲
げ
る
も
の
が
あ
る
が
、
日
本
が
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー

シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
提
唱
し
た
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
追
加
的
な
汚
染
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う

目
標
は
既
に
多
く
の
国
と
共
有
さ
れ
て
お
り
、
日
本
は
こ
の
目
標
を

基
礎
と
し
つ
つ
議
論
を
牽
引
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
な

る
取
組
を
進
め
る
た
め
に
も
、
科
学
的
知
見
の
強
化
に
各
国
が
協
力

す
る
仕
組
み
も
必
要
と
な
る
。

　

条
約
交
渉
の
議
長
団
（
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

枠
で
日
本
の
環
境
省
幹
部
が
選
ば
れ
た
。
私
は
日
本
代
表
団
を
率
い

る
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
お
よ
び
代
表
団
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
日
本

は
、
国
ご
と
に
異
な
る
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
実
効
的
か
つ
進
歩
的
な
条
約
案
策
定
に
向

け
て
交
渉
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
こ
の
条
約
が
対
象
と

す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
か
ら
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
有
用
性
と
環
境
へ
の
影
響
を
勘
案
し
、

具
体
的
な
規
定
を
検
討
し
て
い
く
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
蓄
積
も
十
分
で
は
な
い
な

か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
定
義
、
添
加
剤
の
扱
い
、
各
国
の
取
組

を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
、
能
力
構
築
を
必
要
と
す
る
国
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
議
論
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
議

題
が
控
え
て
い
る
。

　

日
本
国
内
で
は
既
に
本
年
四
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
法
が
施
行
さ
れ
、「
３
Ｒ
（Reduce, Reuse, Recycle

）
＋

Renew
able

」
を
一
層
促
進
し
、
国
を
挙
げ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
国
際
社
会
全
体
の
取
組
に
お
い
て
も
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、「
３
Ｒ
＋Renew

able

」

の
下
、
資
源
循
環
を
促
進
す
べ
く
、
日
本
と
し
て
各
国
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
行
い
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
対
す
る
取
組
を
後
押
し

し
て
い
く
。

　

日
本
は
二
〇
二
三
年
に
Ｇ
７
議
長
国
を
務
め
る
。
二
〇
一
九
年
の

大
阪
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
提
唱
し
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策
を
主
導
し
て
き
た
日
本

と
し
て
、
来
年
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
国

際
的
な
議
論
を
牽
引
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。
海
に
囲
ま
れ
、
そ
の

恩
恵
を
大
い
に
享
受
し
て
い
る
日
本
は
、
人
類
が
も
た
ら
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
海
か
ら
な
く
す
た
め
に
、
Ｇ
７
を
始
め
と
す
る
国

際
社
会
と
連
携
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策
を
力
強
く
進
め
る
役

割
を
担
う
。
●

外務省だより

　1１月５日、「国際問題プレゼンテーション・コンテスト」が３年ぶりに対面で開催されました。
　このイベントは、大学生などが、国際問題に関するプレゼンテーションを通して、日本の外交政策
や国際情勢などに対する関心や理解を深め、また、同世代の仲間と切磋琢磨し国際社会で活躍できる
能力を高めることを目的として、外務省が毎年実施している参加型イベントです。
　本年は、「私の提言　我が国は 2023年 G7議長国として、どのような成果を目指すべきか」との
テーマで「提言」を募った結果、５９組（８１名）の学生から応募があり、事前審査を通過した５組（９
名）のファイナリストが本選に進みました。
　冒頭、小野日子外務報道官が参加者を激励し、続いて各ファイナリストからプレゼンテーション

が行われ、さまざまな視点か
らの具体的な提言が披露され
ました。これらについて、石
井正文審査委員長（学習院大
学法学部法学科特別客員教授
・前インドネシア共和国駐箚
日本国特命全権大使）、秋山信
将審査委員（一橋大学国際・
公共政策大学院院長）、小栗
泉審査委員（日本テレビ報道
局専門局長）による審査が行
われ、最終結果は次のとおり
となりました。
　コンテスト終了後、ファイ
ナリストの皆さんは、各審査
委員、外務報道官およびＯＢ
／ＯＧ会の先輩方と懇談し、
マスコミの取材も受けました。

「国際問題プレゼンテーション・
コンテスト」を開催

ファイナリストの皆さんと審査委員

＜外務大臣賞＞
馬場仁子さん（早稲田大学政治経済学部）／渡邉航大さん（早稲田大学政治経済学部 )
＜優秀賞＞
萬田義和さん（慶應義塾大学総合政策学部）
＜奨励賞＞（順不同）
和田達哉さん　（京都大学法学部）／張宇威さん   （京都大学法学部）
小林多治生さん（中央大学法学部）／岡本梨緒さん（中央大学法学部）
木村美祐さん　（獨協大学法学部）／秦茉優華さん（獨協大学法学部）




